
　3月4日、スコレーセンターで「笛吹市・市民協働フォーラム」が開催されました。

　今年のフォーラムは、「絆・つながろう笛吹　つなげよう未来（あした）へ!!」をメインテーマに、

市内で活動するボランティア団体やNPO法人など、市民活動団体の活動紹介と市民の皆さんが気軽に

参加できるイベントとして、開催されました。

　私たち「笛吹市男女共同参画推進委員会」では、活動発表に続いて、サッカー解説者であり、現在

関西リーグ１部奈良クラブ監督である羽中田昌さんを講師に迎え、講演会を開催しました。

　講演の前に行われた推進委員会の活動発表に対して、次の声も

寄せられ、今後の活動に向けて勇気をいただきました。

○はじめの歌と体操がとても楽しかったです。広めてください。

○パフォーマンスが楽しく、進行も上手で感心しました。

当日寄せられたアンケートから、参加者の感想をご紹介します。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

笛ちゃん 吹ちゃん

○気負わずありのままを率直に語ってくださった羽中田さんに感謝です。人と場所との出会い、

夢を追い続ける大切さを改めて学ばせていただきました。好企画でした。

○前向きな生き方にすばらしさを感じました。一つ一つの話に納得し楽しませていただきました。

○夫婦で上を見ながら人生を歩む大切さがよく分かりました。“人生いってこい”いい言葉をい

ただきました。ますますのご活躍を祈らずにはいられません。

○夫婦は１＋１＝（関わる・支えあうと）2以上になるというのは、全くそのとおりだと思いました。

○羽中田さんご夫妻でのトークだったらもっとよかったと思いました。

○よいお話だっただけに参加者がもっとほしかったです。会場をいっぱいにしてほしかったです。

講演会には、男女共
同参画の学習をした
ことのない方が、た
くさん参加してくだ
さったんだって!

これからも多くの
方に、男女共同参
画を知っていただ
けるような活動を
続けていきたいね。

推進委員会活動紹介

　羽中田さんが結婚された方は、韮崎高校時代の同級生。

高校卒業後間もなく、交通事故で脊髄損傷、下半身不随の

生活を余儀なくされた夫、昌さんをずっと支えてこられ、

まさに二人三脚でここまで生きてこられたお二人。その生

き様を気負わず、ありのままに語ってくださった講演でし

た。

　「目標は逃げない」、この言葉を合言葉にして生きてこら

れました。スペイン・バルセロナで過ごした5年間で得た

もの、ヨーロッパ各国を巡る夫婦二人旅で得たもの、サッ

カーを通じての「人」と「場」の出会いで得たもの…。全

てが羽中田さんの人生を支えていると言います。「人は何

かを見上げていると元気になる。夢、目標を見上げながら、ゆっくり生きよう」と結ばれました。

お話をされる羽中田昌さん

すずらん群生地の中を歩く 純白のかわいい花を咲かせる日本すずらん
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